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愛知社保協 覚王山日泰寺で宣伝行動（３/２１） 

3 月 21 日、覚王山日泰寺縁日で署名宣

伝行動を 14 人の参加で行いました。 

署名は、「従来の保険証をなくさないで」

10、「介護保険制度の改善を」11、「愛知県

知事は、国民健康保険への財政支援を」

14、「軍事費の拡大でなく、社会保障の充実

を」17 などの合計 52 筆を集約しました。

他に「保険で良い歯科治療を」にも協力が集

まりました。 

 

愛知県社会保障推進協議会（愛知社保協）は、「知ってトクする！ 

医療・介護・税金の負担軽減策」（略称「知っトクパンフ」）を定期的に

発行しています。この度、2025 年版を発行しました。       

国の悪政にストップ！地域での医療・福祉・介護の改善を！ 
増税、保険料アップ、医療費や介護保険の食費・居住費の負担増、

年金給付の切り下げ・・・どこまで庶民いじめが続くのでしょうか。

泣き寝入りはゴメンです。みんなの力を合わせて、国の悪政を跳ね

返しましょう。                                  

今ある制度は、１００％活用を！ 
負担増の嵐の中でも「負担が軽減される制度」があります。しかし、

申請が必要なため知らないと大損です。 

このパンフレットは、既存の制度を活用して、少しでも負担を軽減す

ることを目的に発行しています。                     

このパンフレットには  「障害者控除、寡婦・寡夫控除」「医療費控除」「高齢者の医療費負担の

軽減」「高齢者の食事代・居住 費の軽減」「介護保険の利用料・食事代の軽減」「障害者認定申請」

「福祉給付金支給制度」「生活保護」「国保の保険料（税）減免」「国保一部負担金の減 免」など知

ってトクする制度を解説しています。                                       

愛知社保協へお申し込みいただく場合、1 冊 100 円及び送料実費負担となります。 

→パンフレットと一緒に請求書・振込用紙を同封いたします。 
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第２６回あいち社会保障学校 
～大軍拡･大増税、社会保障大破壊 NO! 国民のいのち･くらし守ろう～ １００名が学んだ 

記念講演 “人の命を守る国づくり” について                   

講師 石川康宏 神戸女学院大学名誉教授 

 １）兵庫県知事選挙－３つの異例    

 ２）総選挙の結果と新しいステージ 

 ３）２５年度予算案に見る軍拡優先 

 ４）日本の平和を切り拓くために 

 ５）社会保障に本気で取り組めば 

 ６）政治の次の局面を切り拓くために 

  

 

６つのテーマに沿って１０１のス

ライドを紹介しながら、熱く語っ

ていただきました。資料と画像を

紹介しますので、詳しくはご覧下

さい。以下、いくつかスライドを

紹介します。 
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特別報告 ２０２４年自治体キャラバンまとめの報告                          

報告者：伊藤 剛 氏 愛知社保協事務局次長／愛知県保険医協会事務局次長 

各分野からの報告～ 

  ① マイナ保険証一本化反対実行委員会 … 濵嶌将周さん  

  ② 愛知県への国保署名推進 …  澤田和男 さん  

  ③ 知っとくパンフ 2025 年版完成 … 井上望 さん  

  ④ 介護改善の課題  …  吉田孫之 さん  

  ⑤ 生保裁判最高裁勝利に向けた 3.15 シンポの成功を …  榑松佐一 さん  

  ⑥ 保育士配置基準とこども誰でも通園制度から見る 

保育分野の課題  …  長谷川容子 さん 名古屋市職労 

社保学校の動画を YouTube にアップしました。 

https://youtu.be/9sBnOwb8gMk 
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3 月 15 日愛知生活保護シンポには全国からの ZOOM も

含め 100 名が参加。全国共同代表稲葉剛さん、尾藤弁護士

の講演に続き、愛知弁護団・原告による寸劇で厚労省による

物価偽装のからくりを暴きました。                 

いのちのとりで裁判は、 貧困とのたたかいの最終防衛ライ

ン 「最後の最後まで闘いぬく」決意新たにしました。 

２０１３年の生活保護基準引下げ処分取り消しを求めて、全

国 29 の都道府県で「いのちのとりで裁判」がたたかわれています。各地の裁判は、今年３月末

までに 40 判決（地裁 30、高裁 10）が出され、原告側が 25 勝 15 敗（地裁 19 勝 11 敗、高

裁 6 勝 4 敗）と大きくリードしています。高裁判決でも逆転勝訴が相次いでいます。最高裁・口

頭弁論が ５月 27 日に決定、判決も間近となる見通し愛知では原告側が高裁で勝訴し、国側が

上告していました。最高裁の口頭弁論がいよいよ５月 27 日に行われます。最高裁の判決も

近々言い渡される見通しとなりました。最高裁勝訴に向けて最高裁勝訴への決起の場として「生

活保護シンポ」が３月 15 日、名古屋市熱田・労働会館で行われました。生活保護基準引下げ反

対愛知連絡会の主催です。  

愛知県内外の原告、支援者、弁護士らとオンライン含め

て全国から１００人以上の参加がありました。“いのちのと

りで裁判は最終防衛ラインを元に戻すたたかい”について、

つくろい東京ファンド代表理事の稲葉剛さんが「広がる貧

困の実態と生活保護裁判の意義」と題して講演。「いのちの

とりで裁判」は政府が勝手に引き下げた「最終防衛ライン」

を元に戻すたたかいだと語り、この裁判が生活保護バッシングで生まれた誤った分断を乗り越

える力になると強調されました。  

続いて、いのちのとりで裁判全国アクション共同代表の尾藤廣喜弁護士が全国の裁判の現状

を紹介し、最高裁に向けた課題をあげました。                                     

＊生活保護の権利性を認め法の定めに忠実に判断するか、それとも政府の言いなりの判断か―

争点はわかりやすく絞られた。                                         

＊「生活保護の充実図れ」を全市民の要求にしよう。                            

＊地裁、高裁は圧倒的に「今回の引下げは違法」と判断している。                   

＊老齢加算の枠組みを採用させること。                                   

＊デフレ調整、ゆがみ調整の違法性をさらに訴える                            

＊原告の生活実態、新しい貧困観をさらに強く訴える、との報告がされました。物価偽装のから

くりを暴く寸劇も披露され、全国の支援者からも報告されました。 

最後に、愛知の原告から、「物価高で本当に苦しいです、この裁判が私たちの最後の抵抗で

す。最後の最後までたたかい抜きます。支援ありがとうございます」と決意表明がされ、勝訴へ

の決意を固め合いました。 

※愛知民医連新聞 2025 年 4 月号より 


